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消防法施行規則の一部を改正する省令の公布に伴う関係告示の

公布について

消防法施行規則第４条の２の４第３項の規定に基づき、防火対象物の点検の結果に

ついての報告書の様式を定める件の一部を改正する件（平成２０年消防庁告示第１１

号 、消防法施行規則第４条の２の６第１項第２号、第３号及び第７号の規定に基づ）

き、防火対象物の点検基準に係る事項等を定める件の一部を改正する件（平成２０年

消防庁告示第１２号 、消防法施行規則第４条の２の１０第４項の規定に基づき、自）

衛消防組織の要員に対する教育に関する事項のうち、統括管理者の直近下位の内部組

織で同規則第４条の２の１１各号に掲げる業務を分掌するものを統括する者に対する

ものを定める件（平成２０年消防庁告示第１３号 、消防法施行規則第４条の２の１）

３第３号に基づき、同条第１号及び第２号に掲げる者に準ずる者を定める件（平成２

０年消防庁告示第１４号 、自衛消防業務再講習について定める件（平成２０年消防）

庁告示第１５号 、自衛消防組織の業務に関する講習の実施細目を定める件（平成２）

０年消防庁告示第１６号 、防災管理再講習について定める件（平成２０年消防庁告）

示第１７号 、防災管理に関する講習の実施細目を定める件（平成２０年消防庁告示）

第１８号 、消防法施行規則第５１条の１２第２項において準用する同規則第４条の）

２の４第３項の規定に基づき、防災管理の点検の結果についての報告書の様式を定め

る件（平成２０年消防庁告示第１９号 、消防法施行規則第５１条の１２第４項第６）

号の規定に基づき、同号の期間を定める件（平成２０年消防庁告示第２０号 、消防）

法施行規則第５１条の１３第２項において準用する同規則第１条の４第１０項の規定

に基づき、登録講習機関の行う講習に係る基準を定める件（平成２０年消防庁告示第

２１号 、消防法施行規則第５１条の１４第３号及び第４号の規定に基づき、防災管）

理の点検基準に係る事項等を定める件（平成２０年消防庁告示第２２号 、消防法施）

行規則第５１条の１５において準用する同規則第４条の２の７第３項第３号及び同規

則第５１条の１８第３項第３号の規定に基づき、防災管理対象物の点検済表示に記載

する事項並びに防火対象物の点検及び防災管理対象物の点検済表示に記載する事項を

定める件（平成２０年消防庁告示第２３号）が平成２０年９月２４日に公布されまし



た。

今回の告示改正及び制定は、大規模な事業所における自衛消防力の確保を目的とし

た消防法の一部改正に伴う消防法施行規則の一部を改正する省令（平成２０年総務省

令第１０５号。以下「改正省令」という ）の公布に合わせて、自衛消防組織の業務。

に関する講習の細目、防災管理再講習を受けなければならない期間、防災管理点検票

の様式等を定めるものです。

、 、 、貴職におかれましては 下記事項に留意の上 その運用に十分配慮されるとともに

各都道府県消防防災主管部長にあっては、貴都道府県内の市町村に対しても、この旨

周知されるようお願いします。

記

第一 消防法施行規則第４条の２の４第３項の規定に基づき、防火対象物の点検の結

果についての報告書の様式を定める件の一部を改正する件（平成２０年消防庁告

示第１１号）について【別添１】

防火対象物点検結果報告書の様式について、自衛消防組織の設置の届出及び自

衛消防組織に関し消防計画に定める事項に係る項目を追加したこと。

第二 消防法施行規則第４条の２の６第１項第２号、第３号及び第７号の規定に基づ

き、防火対象物の点検基準に係る事項等を定める件の一部を改正する件（平成２

０年消防庁告示第１２号）について【別添２】

防火対象物の点検基準のうち、消防計画に基づき、適切に行われていることと

される事項として、自衛消防組織の行う業務に係る活動要領の作成、要員に対す

る教育訓練、管理権原者が共同して自衛消防組織を置く場合にあっては、協議会

の設置及び運営等を追加したこと。

第三 消防法施行規則第４条の２の１０第４項の規定に基づき、自衛消防組織の要員

に対する教育に関する事項のうち、統括管理者の直近下位の内部組織で同規則第

４条の２の１１各号に掲げる業務を分掌するものを統括する者に対するものを定

める件（平成２０年消防庁告示第１３号）について【別添３】

自衛消防組織の要員のうち、統括管理者の直近下位の内部組織の業務を統括す

る者（改正省令による改正後の消防法施行規則（以下「規則」という ）第４条。

の２の１３に掲げる統括管理者として必要な学識経験を有する者を除く ）に対。

する教育は、消防法施行令の一部を改正する政令（平成２０年政令第３０１号）

による改正後の消防法施行令第４条の２の８第３項第１号に規定する自衛消防組

織の業務に関する講習を受けさせることにより行うものとしたこと。

第四 消防法施行規則第４条の２の１３第３号に基づき、同条第１号及び第２号に掲

げる者に準ずる者を定める件（平成２０年消防庁告示第１４号）について【別添



４】

一 自衛消防組織の統括管理者の資格を有する者に準ずる者

自衛消防組織の統括管理者の資格を有する者に準ずる者は、この告示による廃

止前の消防計画に定める防火上必要な教育に関する事項のうち防災センター要員

に対するものを定める件（平成６年消防庁告示１０号）に規定する防災センター

要員講習の課程を修了した者であって、５年以内に自衛消防組織の業務に関する

追加講習の課程を修了した者としたこと。

二 追加講習

(1) 追加講習は、本講習及び再講習からなるものとしたこと。

(2) 講習科目及び講習時間は、防災管理に関する一般知識について３０分等合計

３科目について３時間とし、講習終了後に３０分の効果測定を行うものとした

こと。

(3) 再講習は規則第４条の２の１４第１項に規定する自衛消防業務再講習とした

こと。

(4) 再講習は本講習を受けた日から５年以内に受けなければならない（当該再講

習を受けた日以降においても同様とする ）ものとすること。。

三 講習修了証明

追加講習のうち、本講習の課程を修了した者に対しては、別記様式による修了

証を交付するものとしたこと。

四 経過措置

経過措置として、この告示の施行日前に講習の課程を修了した講習で、消防本

部及び消防署を置く市町村の消防長又は改正省令附則第３条第２項の規定により

総務大臣の登録を受けた法人が行ったものは、施行日において、二( )に規定す1
る追加講習とみなすものとしたこと。

五 関連告示の廃止

消防法施行規則第３条第５項の対象となる防火対象物の要件を定める件（平成

６年消防庁告示第９号）及び消防計画に定める防火上必要な教育に関する事項の

うち防災センター要員に対するものを定める件(平成６年消防庁告示１０号)を廃

止したこと。

第五 自衛消防業務再講習について定める件（平成２０年消防庁告示第１５号）につ

いて【別添５】

自衛消防業務再講習について、自衛消防業務新規講習の課程を修了した日から

５年以内に修了しなければならない（当該再講習の修了以降についても同様とす

ること）としたこと。

第六 自衛消防組織の業務に関する講習の実施細目を定める件（平成２０年消防庁告

示第１６号）について【別添６】



一 自衛消防業務新規講習

講習科目及び講習時間は、防火管理・防災管理に関する一般知識について３時

間等合計４科目について１２時間とし、講習終了後に１時間の効果測定を行うも

のとしたこと。

二 自衛消防業務再講習

講習科目及び講習時間は、防火管理、防災管理及び消防用設備等に関する制度

改正の概要について１時間等合計３科目について６時間とし、講習終了後に１時

間の効果測定を行うものとしたこと。

第七 防災管理再講習について定める件（平成２０年消防庁告示第１７号）について

【別添７】

一 防災管理再講習を修了しなければならない期間

防災管理再講習について、防災管理者に選任された日の４年前までに防災管理

新規講習又は防災管理再講習の課程を修了した防災管理者にあっては１年以内

に、それ以外の防災管理者にあっては防災管理新規講習又は防災管理再講習の課

程を修了した日から５年以内に修了しなければならないものとしたこと。

二 経過措置

防災管理新規講習の課程を修了した防災管理者である防火管理者が次の甲種防

火管理再講習の課程を修了しなければならない日が最初の防災管理再講習の課程

を修了しなければならない日よりも早い場合には、甲種防火管理講習について定

める件（平成１６年消防庁告示第２号）の規定にかかわらず、防災管理新規講習

の課程を修了した日から５年以内に甲種防火管理再講習の課程を修了しなければ

ならないものとしたこと。

（ ）第八 防災管理に関する講習の実施細目を定める件 平成２０年消防庁告示第１８号

について【別添８】

一 防災管理新規講習

講習事項及び講習時間は、防災管理の重要性について３０分等合計７事項につ

いて５時間としたこと。

二 甲種防火管理新規講習及び防災管理新規講習を併せて実施する場合

講習事項及び講習時間は、防災管理の重要性について１時間３０分等合計８事

項について１４時間としたこと。

三 講習の日時、場所の公示

講習を実施する者は、講習の種類、日時、場所その他講習の実施に関し必要な

事項をあらかじめ公示するものとしたこと。

第九 消防法施行規則第５１条の１２第２項において準用する同規則第４条の２の４

第３項の規定に基づき、防災管理の点検の結果についての報告書の様式を定める



件（平成２０年消防庁告示第１９号）について【別添９】

防災管理対象物の点検の結果は、別記様式第１の防災管理点検結果報告書に、

別記様式第２の点検票を添付して行うものとしたこと。

第十 消防法施行規則第５１条の１２第４項第６号の規定に基づき、同号の期間を定

める件（平成２０年消防庁告示第２０号）について【別添１０】

一 期間

規則第５１条の１２第４項第６号の期間（以下「期間」という ）は、登録講。

習機関が発行する免状の交付を受けた日から５年以内としたこと。ただし、二の

事情により、期間内に免状の交付を受けることが困難であると登録講習機関が認

めるときは、当該期間を１年間延長するものとしたこと。

二 交付を受けることが困難であると認められる事情

期間内に免状の交付を受けることが困難であると登録講習機関が認められる事

情は、社会の慣習上又は業務の遂行上やむを得ない緊急の用務が生じていること

等としたこと。

三 二の事情を有し期間の延長を必要とする者の申出

二の事情を有し期間の延長を必要とする者は、期間が終了する日までに、二の

事情を証する書類を添えて、登録講習機関に二の事情を有する旨の申出をするも

のとしたこと。

四 二の事情を認めた旨を証する書面の交付

三の申出を受けた登録講習機関は、二の事情を認めた場合においては、当該申

出をした者に対し、その旨を証する書類を交付するものとしたこと。

第十一 消防法施行規則第５１条の１３第２項において準用する同規則第１条の４第

１０項の規定に基づき、登録講習機関の行う講習に係る基準を定める件（平成２

０年消防庁告示第２１号）について【別添１１】

一 講習の対象

講習は規則第５１条の１２第３項各号のいずれかに該当する者を対象としたこ

と。

二 講習科目及び講習時間

講習科目及び講習時間は、防災管理対象物の点検報告制度について１時間等合

計５科目について８時間とし、講習終了後防災管理点検資格者となるために必要

な知識及び技能に関する考査（以下「修了考査」という ）を１時間行うものと。

したこと。また、修了考査は講習終了後に行うもののほか、当該修了考査を行っ

た日の翌日以後１年以内に行う同種の修了考査を、１回に限り、受けさせること

ができるものとしたこと。

三 講習科目の一部免除

規則５１条の１２第３項第１号に規定する者にあっては地震等による災害の被



害軽減対策の概論及び防災管理に係る講習科目等一定の要件に該当する者につい

ては、一部の講習科目を免除することができることとしたこと。

四 修了考査に合格した者に対する免状の交付

修了考査に合格した者に対しては、別記様式の防災管理点検資格者免状を交付

するものとしたこと。

五 再講習科目及び再講習時間

再講習科目は点検概論及び点検実務とし、再講習時間は点検概論に関しては１

時間、点検実務に関しては２時間としたこと。

六 再講習修了者に対する免状の交付

再講習を修了した者に対しては、現に登録講習機関から交付を受けている防災

管理点検資格者免状と引き換えに防災管理点検資格者免状を交付するものとした

こと。

第十二 消防法施行規則第５１条の１４第３号及び第４号の規定に基づき、防災管理

の点検基準に係る事項等を定める件（平成２０年消防庁告示第２２号）について

【別添１２】

一 防災管理に係る消防計画に基づき、適切に行われていることとされる事項

防災管理対象物の点検基準のうち、規則第５１条の１４第３号に規定する消防

庁長官が定める事項は、次の(1)から(9)に掲げる事項としたこと。

(1) 防災管理に関する基本的な事項

避難施設の点検、収容人員の適正化や防災管理上必要な教育等

(2) 地震による被害の軽減に関する事項

被害想定及び想定される被害への対策、自主検査、資機材の点検等

(3) 特殊な災害の被害の軽減に関する事項

災害発生時における通報連絡及び避難誘導等

(4) 自衛消防組織を置く防災管理対象物にあっては、次の事項

自衛消防組織の行う業務に係る活動要領、要員に対する教育訓練等

(5) (4)の防災管理対象物において、管理権原者が共同して自衛消防組織を置く

場合にあっては、次の事項

協議会の設置及び運営に関する事項等

(6) 防災管理上必要な業務が委託されている場合にあっては、次の事項

受託者の住所及び氏名（法人の場合にあっては、名称及び主たる事業場の所在

地）等

(7) 管理権原が分かれている建築物その他の工作物にあっては、当該権限の範囲

に関する事項

(8) 規則第３条第４項に規定する強化地域に所在する防災管理対象物にあって

は、次の事項

地震予知情報及び警戒宣言の伝達方法、警戒宣言が発せられた場合における避



難誘導等

(9) 避難訓練の実施回数に関する事項

避難訓練の実施回数に関する事項（消防機関への通報に関する事項を含む ）。

二 その管理について権原が分かれている建築物その他の工作物において適切に行

われていることとされる事項

防災管理対象物の点検基準のうち、規則第５１条の１４第４号に規定する消防

、 （ ）庁長官が定める事項は 消防法の一部を改正する法律 平成１９年法律第９３号

による改正後の消防法第３６条第１項において準用する法第８条の２第１項に規

定にする共同防災管理の協議すべき事項の作成及び当該事項の届出としたこと。

第十三 消防法施行規則第５１条の１５において準用する同規則第４条の２の７第３

項第３号及び同規則第５１条の１８第３項第３号の規定に基づき、防災管理対象

物の点検済表示に記載する事項並びに防火対象物の点検及び防災管理対象物の点

検済表示に記載する事項を定める件（平成２０年消防庁告示第２３号）について

【別添１３】

一 防災管理対象物の点検済表示に記載する事項

防災管理対象物の点検済表示に記載する事項は、防災管理点検資格者免状の交

付番号としたこと。

二 防火対象物の点検及び防災管理対象物の点検の表示に記載する事項

防火対象物の点検及び防災管理対象物の点検済表示に記載する事項は、防火対

象物点検資格者免状の交付番号及び防災管理点検資格者免状の交付番号としたこ

と。

第十四 施行期日

第一から第十三までの告示は、消防法施行規則の一部を改正する省令（平成

年総務省令第１０５号）の施行の日（平成２１年６月１日）から施行するものと

したこと。



別

添

資

料

一

覧

○
【
別
添
１
】
消
防
法
施
行
規
則
第
四
条
の
二
の
四
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
防
火
対
象
物
の
点
検
の
結
果
に
つ
い
て

の
報
告
書
の
様
式
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
平
成
二
十
年
消
防
庁
告
示
第
十
一
号
）

○
【
別
添
２
】
消
防
法
施
行
規
則
第
四
条
の
二
の
六
第
一
項
第
二
号
、
第
三
号
及
び
第
七
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
防
火
対

象
物
の
点
検
基
準
に
係
る
事
項
等
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
平
成
二
十
年
消
防
庁
告
示
第
十
二
号
）

○
【
別
添
３
】
消
防
法
施
行
規
則
第
四
条
の
二
の
十
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
自
衛
消
防
組
織
の
要
員
に
対
す
る
教
育

に
関
す
る
事
項
の
う
ち
、
統
括
管
理
者
の
直
近
下
位
の
内
部
組
織
で
同
規
則
第
四
条
の
二
の
十
一
各
号
に
掲
げ
る
業
務

を
分
掌
す
る
も
の
を
統
括
す
る
者
に
対
す
る
も
の
を
定
め
る
件
（
平
成
二
十
年
消
防
庁
告
示
第
十
三
号
）

○
【
別
添
４
】
消
防
法
施
行
規
則
第
四
条
の
二
の
十
三
第
三
号
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
準

ず
る
者
を
定
め
る
件

（
平
成
二
十
年
消
防
庁
告
示
第
十
四
号
）

○
【
別
添
５
】
自
衛
消
防
業
務
再
講
習
に
つ
い
て
定
め
る
件
（
平
成
二
十
年
消
防
庁
告
示
第
十
五
号
）

○
【
別
添
６
】
自
衛
消
防
組
織
の
業
務
に
関
す
る
講
習
の
実
施
細
目
を
定
め
る
件
（
平
成
二
十
年
消
防
庁
告
示
第
十
六
号

）
○
【
別
添
７
】
防
災
管
理
再
講
習
に
つ
い
て
定
め
る
件
（
平
成
二
十
年
消
防
庁
告
示
第
十
七
号
）

○
【
別
添
８
】
防
災
管
理
に
関
す
る
講
習
の
実
施
細
目
を
定
め
る
件
（
平
成
二
十
年
消
防
庁
告
示
第
十
八
号
）



○
【
別
添
９
】
消
防
法
施
行
規
則
第
五
十
一
条
の
十
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
規
則
第
四
条
の
二
の
四
第
三
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
防
災
管
理
の
点
検
の
結
果
に
つ
い
て
の
報
告
書
の
様
式
を
定
め
る
件
（
平
成
二
十
年
消
防
庁
告
示
第

十
九
号
）

○
【
別
添

】
消
防
法
施
行
規
則
第
五
十
一
条
の
十
二
第
四
項
第
六
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
号
の
期
間
を
定
め
る
件
（

10

平
成
二
十
年
消
防
庁
告
示
第
二
十
号
）

○
【
別
添

】
消
防
法
施
行
規
則
第
五
十
一
条
の
十
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
規
則
第
一
条
の
四
第
十
項
の
規
定

11

に
基
づ
き
、
登
録
講
習
機
関
の
行
う
講
習
に
係
る
基
準
を
定
め
る
件
（
平
成
二
十
年
消
防
庁
告
示
第
二
十
一
号
）

○
【
別
添

】
消
防
法
施
行
規
則
第
五
十
一
条
の
十
四
第
三
号
及
び
第
四
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
防
災
管
理
の
点
検
基
準

12

に
係
る
事
項
等
を
定
め
る
件
（
平
成
二
十
年
消
防
庁
告
示
第
二
十
二
号
）

○
【
別
添

】
消
防
法
施
行
規
則
第
五
十
一
条
の
十
五
に
お
い
て
準
用
す
る
同
規
則
第
四
条
の
二
の
七
第
三
項
第
三
号
及

13

び
同
規
則
第
五
十
一
条
の
十
八
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
防
災
管
理
対
象
物
の
点
検
済
表
示
に
記
載
す
る
事

項
及
び
防
火
対
象
物
の
点
検
及
び
防
災
管
理
対
象
物
の
点
検
済
表
示
に
記
載
す
る
事
項
を
定
め
る
件
（
平
成
二
十
年
消

防
庁
告
示
第
二
十
三
号
）



【
別
添
１
】

○
消
防
庁
告
示
第
十
一
号

消
防
法
施
行
規
則
第
四
条
の
二
の
四
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
防
火
対
象
物
の
点
検
の
結
果
に
つ
い
て
の
報
告
書

の
様
式
を
定
め
る
件
（
平
成
十
四
年
消
防
庁
告
示
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
年
九
月
二
十
四
日

消
防
庁
長
官

岡
本

保

別
記
様
式
第
二
（
そ
の
２
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



（その２）

点 検 項 目 
点 検 結 果 

状 況 及 び 措 置 内 容 
判 定 不 備 内 容

届 

出 

防火管理者選任（解任） 
□ 適

  
□ 否

消防計画作成（変更） 
□ 適

  
□ 否

自 衛 消 防 組 織 の 設 置 
□ 適

  
□ 否

消 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

防 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自 衛 消 防 の 組 織 
□ 適

  
□ 否

火 災 予 防 上 の 自 主 検 査 
□ 適

  
□ 否

消防用設備等又は特殊消防用 

設 備 等 の 点 検 及 び 整 備 

□ 適
  

□ 否

避 難 施 設 の 維 持 管 理 

及 び そ の 案 内 

□ 適
  

□ 否

防 火 上 の 構 造 の 

維 持 管 理 

□ 適
  

□ 否

収 容 人 員 の 適 正 化 
□ 適

  
□ 否

防火管理上必要な教育 
□ 適

  
□ 否

消火、通報及び避難の訓練 

そ の 他 必 要 な 訓 練 

□ 適
  

□ 否

消 火 活 動 、 通 報 連 絡 

及 び 避 難 誘 導 

□ 適
  

□ 否

消 防 機 関 と の 連 絡 
□ 適

  
□ 否

工 事 中 の 火 気 使 用 

又 は 取 扱 い の 監 督 

□ 適
  

□ 否

防 火 管 理 に 関 し 

必 要 な 事 項 

□ 適
  

□ 否

自
衛
消
防
組
織 

活 動 要 領 
□ 適

  
□ 否

要員の教育及び訓練 
□ 適

  
□ 否

  



  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

計 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

画 

 業務に関し必要な事項 
□ 適

  
□ 否

共

同

自

衛

消

防

組

織 

協議会の設置及び運営 
□ 適

  
□ 否

統 括 管 理 者 の 選 任 
□ 適

  
□ 否

業 務 を 行 う 範 囲 
□ 適

  
□ 否

運営に関し必要な事項 
□ 適

  
□ 否

防 火 管 理 業 務 の 

一 部 委 託 

□ 適
  

□ 否

権 原 の 範 囲 
□ 適

  
□ 否

地
震
防
災
対
策
強
化
地
域
に
所
在
す
る
防
火
対
象
物 

自 衛 消 防 の 組 織 
□ 適

  
□ 否

情 報 等 の 伝 達 
□ 適

  
□ 否

避 難 誘 導 
□ 適

  
□ 否

施 設 及 び 設 備 の 

点 検 及 び 整 備 

□ 適
  

□ 否

応 急 対 策 
□ 適

  
□ 否

防 災 訓 練 
□ 適

  
□ 否

教 育 及 び 広 報 
□ 適

  
□ 否

防
火
管
理
者 

消火訓練及び避難訓練の

実 施 回 数 

□ 適
  

□ 否

消火訓練及び避難訓練
を実施する場合の消防
機関への通報 

□ 適
  

□ 否

備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。 

２ 判定の欄は、適正な場合は「適」の□にレ点を記入し、不備のある場合は「否」

の□にレ点を記入するとともに、不備内容の欄にその内容を記入すること。 

３ 状況及び措置内容の欄には、点検時の点検項目の状況及び点検の際措置した

内容を記入すること。 

４ 該当のない点検項目については、状況及び措置内容の欄に「該当なし」と記

入すること。 



附

則

こ
の
告
示
は
、
消
防
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
年
総
務
省
令
第
百
五
号
）
の
施
行
の
日
（

平
成
二
十
一
年
六
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。



- 1 -

消
防
法
施
行
規
則
第
四
条
の
二
の
四
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
防
火
対
象
物
の
点
検
の
結
果
に
つ
い
て
の
報
告
書
の
様
式
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
平
成
二
十
年
消
防
庁
告
示
第
十
一
号
）
新
旧
対
照
表

○

消
防
法
施
行
規
則
第
四
条
の
二
の
四
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
防
火
対
象
物
の
点
検
の
結
果
に
つ
い
て
の
報
告
書
の
様
式
（
平
成
十
四
年
消
防
庁
告
示
第
八
号

）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

別
記

様
式

第
二

別
記

様
式

第
二

そ
の

一
略

そ
の

一
略

（

）

（

）

（

）

（

）

そ
の

二
そ

の
二



- 2 -



- 3 -

そ
の

三
略

そ
の

三
略

（

）

（

）
そ

の
四

略
そ

の
四

略

（

）

（

）

そ
の

五
略

そ
の

五
略

（

）

（

）



- 4 -



○
消
防
庁
告
示
第
十
二
号

消
防
法
施
行
規
則
第
四
条
の
二
の
六
第
一
項
第
二
号
、
第
三
号
及
び
第
七
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
防
火
対
象
物
の
点

検
基
準
に
係
る
事
項
等
を
定
め
る
件
（
平
成
十
四
年
消
防
庁
告
示
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
年
九
月
二
十
四
日

消
防
庁
長
官

岡
本

保

第
一
第
七
号
中
「
防
火
上
」
を
「
防
火
管
理
上
」
に
改
め
る
。

第
一
第
十
二
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

十
二
の
二

消
防
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
三
十
七
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
四
条
の
二
の
四
に
規

定
す
る
防
火
対
象
物
（
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
っ
て
は
、
同
条
第
一
号
に
規
定
す
る
自
衛
消
防
組

織
設
置
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事

項

火
災
の
初
期
の
段
階
に
お
け
る
消
火
活
動
、
消
防
機
関
へ
の
通
報
、
在
館
者
が
避
難
す
る
際
の
誘
導
そ
の
他
の

火
災
の
被
害
の
軽
減
の
た
め
に
必
要
な
業
務
と
し
て
自
衛
消
防
組
織
が
行
う
業
務
に
係
る
活
動
要
領
に
関
す
る
事

項


自
衛
消
防
組
織
の
要
員
に
対
す
る
教
育
及
び
訓
練
に
関
す
る
事
項



そ
の
他
自
衛
消
防
組
織
の
業
務
に
関
し
必
要
な
事
項

【
別
添
２
】



十
二
の
三

令
第
四
条
の
二
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
第
四
条
の
二
の
四
の
防
火
対
象
物
に
つ
き
、
そ
の
管
理

に
つ
い
て
の
権
原
を
有
す
る
者
が
共
同
し
て
自
衛
消
防
組
織
を
置
く
場
合
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項



自
衛
消
防
組
織
に
関
す
る
協
議
会
の
設
置
及
び
運
営
に
関
す
る
事
項



自
衛
消
防
組
織
の
統
括
管
理
者
の
選
任
に
関
す
る
事
項



自
衛
消
防
組
織
が
業
務
を
行
う
防
火
対
象
物
の
範
囲
に
関
す
る
事
項



そ
の
他
自
衛
消
防
組
織
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項

第
一
第
十
六
号
中
「
消
防
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
三
十
七
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
」
を
「
令
」
に

改
め
る
。附

則

こ
の
告
示
は
、
消
防
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
年
総
務
省
令
第
百
五
号
）
の
施
行
の
日
（

平
成
二
十
一
年
六
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。



- 1 -

消
防
法
施
行
規
則
第
四
条
の
二
の
六
第
一
項
第
二
号
、
第
三
号
及
び
第
七
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
防
火
対
象
物
の
点
検
基
準
に
係
る
事
項
等
を
定
め
る
件
の
一
部
を

改
正
す
る
件
（
平
成
二
十
年
消
防
庁
告
示
第
十
二
号
）
新
旧
対
照
表

○
消
防
法
施
行
規
則
第
四
条
の
二
の
六
第
一
項
第
二
号
、
第
三
号
及
び
第
七
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
防
火
対
象
物
の
点
検
基
準
に
係
る
事
項
等
を
定
め
る
件
（
平
成
十

四
年
消
防
庁
告
示
第
十
二
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
一

消
防
計
画
に
基
づ
き
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
と
さ
れ
る
事
項

第
一

消
防
計
画
に
基
づ
き
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
と
さ
れ
る
事
項

消
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
。
以
下
「
規
則
」

消
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
。
以
下
「
規
則
」

と
い
う
。
）
第
四
条
の
二
の
六
第
一
項
第
二
号
の
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事

と
い
う
。
）
第
四
条
の
二
の
六
第
一
項
第
二
号
の
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事

項
と
す
る
。

項
と
す
る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

五

防
火
管
理
上
必
要
な
教
育
に
関
す
る
事
項

五

防
火
上

必
要
な
教
育
に
関
す
る
事
項

六
～
十
二

（
略
）

六
～
十
二

（
略
）

十
二
の
二

令
第
四
条
の
二
の
四
に
規
定
す
る
防
火
対
象
物
（
令
第
四
条
の

（
新
設
）

二
の
四
第
一
号
に
規
定
す
る
自
衛
消
防
組
織
設
置
防
火
対
象
物
の
用
途
に

供
さ
れ
る
部
分
に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
あ
っ
て
は
、
次
に

掲
げ
る
事
項



火
災
の
初
期
の
段
階
に
お
け
る
消
火
活
動
、
消
防
機
関
へ
の
通
報
、

在
館
者
が
避
難
す
る
際
の
誘
導
そ
の
他
の
火
災
の
被
害
の
軽
減
の
た
め

に
必
要
な
業
務
と
し
て
自
衛
消
防
組
織
が
行
う
業
務
に
係
る
活
動
要
領

に
関
す
る
事
項



- 2 -



自
衛
消
防
組
織
の
要
員
に
対
す
る
教
育
及
び
訓
練
に
関
す
る
事
項



前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
そ
の
他
自
衛
消
防
組
織
の
業
務
に

関
し
必
要
な
事
項

十
二
の
三

令
第
四
条
の
二
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
第
四
条
の
二

（
新
設
）

の
四
の
防
火
対
象
物
に
つ
き
、
そ
の
管
理
に
つ
い
て
の
権
原
を
有
す
る
者

が
共
同
し
て
自
衛
消
防
組
織
を
置
く
場
合
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事

項

自
衛
消
防
組
織
に
関
す
る
協
議
会
の
設
置
及
び
運
営
に
関
す
る
事
項



自
衛
消
防
組
織
の
統
括
管
理
者
の
選
任
に
関
す
る
事
項



自
衛
消
防
組
織
が
業
務
を
行
う
防
火
対
象
物
の
範
囲
に
関
す
る
事
項



前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
そ
の
他
自
衛
消
防
組
織
の
運
営
に

関
し
必
要
な
事
項

十
三
～
十
五

（
略
）

十
三
～
十
五

（
略
）

十
六

令

十
六

消
防
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
三
十
七
号
。
以
下
「
令
」

別
表
第
一

項
か
ら

項
ま
で
、

項
イ
、

項
、

項
イ

と
い
う
。
）
別
表
第
一

項
か
ら

項
ま
で
、

項
イ
、

項
、

項
イ

、

項
イ
又
は


項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
っ
て
は
、
消
火
及
び

、

項
イ
又
は


項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
っ
て
は
、
消
火
及
び

避
難
の
訓
練
の
実
施
回
数
に
関
す
る
事
項
（
当
該
消
火
及
び
避
難
の
訓
練

避
難
の
訓
練
の
実
施
回
数
に
関
す
る
事
項
（
当
該
消
火
及
び
避
難
の
訓
練

を
実
施
す
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
旨
の
消
防
機
関
へ
の
通
報
に
関
す
る
事

を
実
施
す
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
旨
の
消
防
機
関
へ
の
通
報
に
関
す
る
事

項
を
含
む
。
）

項
を
含
む
。
）



○
消
防
庁
告
示
第
十
三
号

消
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
）
第
四
条
の
二
の
十
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
自
衛
消
防
組
織
の

要
員
に
対
す
る
教
育
に
関
す
る
事
項
の
う
ち
、
統
括
管
理
者
の
直
近
下
位
の
内
部
組
織
で
同
規
則
第
四
条
の
二
の
十
一
各
号
に

掲
げ
る
業
務
を
分
掌
す
る
も
の
を
統
括
す
る
者
に
対
す
る
も
の
を
次
の
と
お
り
定
め
る
。

平
成
二
十
年
九
月
二
十
四
日

消
防
庁
長
官

岡
本

保

消
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
四
条
の
二
の
十
第
四
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
自
衛
消
防
組
織
の
要
員
に
対
す
る
教
育
に
関
す
る
事
項
の
う
ち
、
統
括
管
理
者
の
直
近
下
位
の
内
部
組
織
で
規
則
第

四
条
の
二
の
十
一
各
号
に
掲
げ
る
業
務
を
分
掌
す
る
も
の
を
統
括
す
る
者
（
以
下
「
班
長
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
も
の
は
次

の
と
お
り
と
す
る
。

一

班
長
（
次
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）
に
対
す
る
教
育
は
、
消
防
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
三
十
七
号
）
第
四

条
の
二
の
八
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
自
衛
消
防
組
織
の
業
務
に
関
す
る
講
習
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と

す
る
。

【
別
添
３
】



二

規
則
第
四
条
の
二
の
十
三
各
号
に
掲
げ
る
者
で
あ
る
班
長
に
対
す
る
教
育
は
、
防
火
管
理
者
が
防
火
管
理
に
係
る
消
防
計

画
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
行
う
も
の
と
す
る
。

三

自
衛
消
防
組
織
に
消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
三
十
六
条
第
六
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に

お
け
る
前
号
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
「
防
火
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
「
防
災
管
理
者
」
と
、
「
消
防
計
画
」
と
あ
る
の
は
「

消
防
計
画
及
び
防
災
管
理
に
係
る
消
防
計
画
」
と
す
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
消
防
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
年
総
務
省
令
第
百
五
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二

十
一
年
六
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。



○
消
防
庁
告
示
第
十
四
号

消
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
）
第
四
条
の
二
の
十
三
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
号
及

び
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
者
を
次
の
と
お
り
定
め
る
。

平
成
二
十
年
九
月
二
十
四
日

消
防
庁
長
官

岡
本

保

第
一

消
防
法
施
行
規
則
第
四
条
の
二
の
十
三
第
三
号
に
規
定
す
る
同
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
者

一

消
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
四
条
の
二
の
十
三
第
三
号
に

規
定
す
る
同
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
者
は
、
こ
の
告
示
に
よ
る
廃
止
前
の
平
成
六
年
消
防
庁
告
示

第
十
号
第
一
第
一
号
に
規
定
す
る
講
習
の
課
程
を
修
了
し
た
者
で
あ
っ
て
、
最
後
に
当
該
講
習
を
受
け
た
日
か
ら
五
年
以

内
に
、
都
道
府
県
知
事
、
消
防
本
部
及
び
消
防
署
を
置
く
市
町
村
の
消
防
長
又
は
消
防
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令

第
三
十
七
号
）
第
四
条
の
二
の
八
第
三
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
総
務
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
法
人
が
第
二
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
実
施
す
る
自
衛
消
防
組
織
の
業
務
に
関
す
る
講
習
（
以
下
「
追
加
講
習
」
と
い
う
。
）
の
課
程
を
修
了
し
た

者
と
す
る
。

【
別
添
４
】



二

追
加
講
習
は
、
本
講
習
及
び
再
講
習
か
ら
な
る
も
の
と
す
る
。

第
二

追
加
講
習

一

本
講
習
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
講
習
科
目
に
つ
い
て
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
講
習
時
間
を
基
準
と
し
て

行
う
も
の
と
す
る
。講

習

科

目

講

習

時

間



防
災
管
理
に
関
す
る
一
般
知
識

イ

防
災
管
理
の
意
義
・
制
度
改
正
の
概
要

三
十
分

ロ

地
震
に
関
す
る
一
般
知
識



自
衛
消
防
組
織
及
び
そ
の
要
員
の
役
割
と
責
任
並
び

に
災
害
時
に
お
け
る
具
体
的
対
応



地
震
災
害
時
に
お
け
る
対
応
及
び
そ
の
訓
練
の
実
施

一
時
間
三
十
分

方
法

二

前
号
の
講
習
終
了
後
三
十
分
の
効
果
測
定
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一
時
間



三

再
講
習
は
、
規
則
第
四
条
の
二
の
十
四
第
一
項
に
規
定
す
る
自
衛
消
防
業
務
再
講
習
と
す
る
。

四

規
則
第
四
条
の
二
の
十
三
第
三
号
に
規
定
す
る
同
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
者
は
、
本
講
習
を
受

け
た
日
か
ら
五
年
以
内
に
、
再
講
習
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
該
再
講
習
を
受
け
た
日
以
降
に
お
い
て
も
同
様
と

す
る
。

第
三

講
習
修
了
証
明

都
道
府
県
知
事
、
消
防
本
部
及
び
消
防
署
を
置
く
市
町
村
の
消
防
長
又
は
令
第
四
条
の
二
の
八
第
三
項
第
一
号
の
規
定
に

よ
り
総
務
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
法
人
は
、
追
加
講
習
の
課
程
を
修
了
し
た
者
に
対
し
て
、
別
記
様
式
に
よ
る
修
了
証
を
交

付
す
る
も
の
と
す
る
。

附

則

１

こ
の
告
示
は
、
消
防
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
年
総
務
省
令
第
百
五
号
。
以
下
「
改
正
省
令
」

と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
一
年
六
月
一
日
。
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

２

施
行
日
前
に
そ
の
講
習
の
課
程
を
修
了
し
た
講
習
で
あ
っ
て
、
消
防
本
部
及
び
消
防
署
を
置
く
市
町
村
の
消
防
長
又
は
改

正
省
令
附
則
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
施
行
日
前
に
改
正
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
消
防
法
施
行
規
則
第
四
条
の
二
の
十



二
の
規
定
の
例
に
よ
る
総
務
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
法
人
が
、
第
二
の
規
定
の
例
に
よ
り
行
っ
た
も
の
は
、
施
行
日
に
お
い

て
、
第
二
に
規
定
す
る
講
習
と
み
な
す
。

３

次
に
掲
げ
る
告
示
は
、
廃
止
す
る
。

一

平
成
六
年
消
防
庁
告
示
第
九
号
（
消
防
法
施
行
規
則
第
三
条
第
五
項
の
対
象
と
な
る
防
火
対
象
物
の
要
件
を
定
め
る
件

）
二

平
成
六
年
消
防
庁
告
示
第
十
号
（
消
防
計
画
に
定
め
る
防
火
上
必
要
な
教
育
に
関
す
る
事
項
の
う
ち
防
災
セ
ン
タ
ー
要

員
に
対
す
る
も
の
を
定
め
る
件
）



 
 

別記様式（第３関係） 
     

 
第     号 

 
 

修       了       証 
 
 
 

氏  名 
生年月日 

 
 
 
 
 

あなたは消防法施行規則第４条の２の 13 第３号の規定に基づき、同条

第１号及び第２号に掲げる者に準ずる者を定める件（平成  年消防庁告

示第   号）第１第１号の規定による追加講習のうち本講習の課程を修

了されました。  

よってこれを証します。  

 
       年  月  日 
 
 
 
 
 
 

市 町 村 消 防 長 印 
（都 道 府 県 知 事 印） 
（登 録 講 習 機 関 印） 

 
 

 
 
 



○
消
防
庁
告
示
第
十
五
号

消
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
）
第
四
条
の
二
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
項
に
規
定
す

る
自
衛
消
防
業
務
再
講
習
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
定
め
る
。

平
成
二
十
年
九
月
二
十
四
日

消
防
庁
長
官

岡
本

保

消
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
四
条
の
二
の
十
四
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
同
項
に
規
定
す
る
自
衛
消
防
業
務
再
講
習
（
以
下
「
再
講
習
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
定
め
る
。

規
則
第
四
条
の
二
の
十
四
第
一
項
に
規
定
す
る
自
衛
消
防
業
務
新
規
講
習
の
課
程
を
修
了
し
た
者
は
、
当
該
講
習
の
課
程
を

修
了
し
た
日
か
ら
五
年
以
内
に
再
講
習
の
課
程
を
修
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
該
再
講
習
の
課
程
を
修
了
し
た
日
以
降
に

お
い
て
も
同
様
と
す
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
消
防
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
年
総
務
省
令
第
百
五
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二

十
一
年
六
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

【
別
添
５
】



○
消
防
庁
告
示
第
十
六
号

消
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
）
第
四
条
の
二
の
十
四
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
自
衛
消
防
組
織

の
業
務
に
関
す
る
講
習
の
実
施
細
目
を
次
の
と
お
り
定
め
る
。

平
成
二
十
年
九
月
二
十
四
日

消
防
庁
長
官

岡
本

保

自
衛
消
防
組
織
の
業
務
に
関
す
る
講
習
の
実
施
細
目

第
一

自
衛
消
防
業
務
新
規
講
習

一

自
衛
消
防
業
務
新
規
講
習
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
講
習
科
目
に
つ
い
て
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
講
習
時
間
を

基
準
と
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

講

習

科

目

講

習

時

間



防
火
管
理
・
防
災
管
理
に
関
す
る
一
般
知
識

イ

防
火
管
理
・
防
災
管
理
の
意
義

ロ

火
災
に
関
す
る
一
般
知
識

三
時
間

【
別
添
６
】



ハ

地
震
に
関
す
る
一
般
知
識

ニ

建
築
物
の
防
災
計
画
に
関
す
る
一
般
知
識



自
衛
消
防
組
織
並
び
に
そ
の
統
括
管
理
者
及
び
そ
の
要
員
の

役
割
と
責
任



防
災
設
備
等
に
関
す
る
知
識
と
そ
の
取
扱
い
訓
練

二
時
間



自
衛
消
防
組
織
の
統
括
管
理
者
及
び
要
員
の
災
害
時
に
お
け

る
対
応
に
係
る
総
合
訓
練

二

前
号
の
講
習
終
了
後
一
時
間
の
効
果
測
定
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
二

自
衛
消
防
業
務
再
講
習

一

自
衛
消
防
業
務
再
講
習
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
講
習
科
目
に
つ
い
て
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
講
習
時
間
を
基

準
と
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

講

習

科

目

講

習

時

間



防
火
管
理
、
防
災
管
理
及
び
消
防
用
設
備
等
に
関
す
る
制
度

三
時
間

四
時
間

一
時
間



改
正
の
概
要



災
害
事
例
研
究

一
時
間



自
衛
消
防
組
織
の
統
括
管
理
者
及
び
要
員
の
災
害
時
に
お
け

る
対
応
に
係
る
総
合
訓
練

二

前
号
の
講
習
終
了
後
一
時
間
の
効
果
測
定
を
行
う
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
消
防
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
年
総
務
省
令
第
百
五
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二

十
一
年
六
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

四
時
間



○
消
防
庁
告
示
第
十
七
号

消
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
）
第
五
十
一
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
項
に
規
定
す
る

防
災
管
理
再
講
習
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
定
め
る
。

平
成
二
十
年
九
月
二
十
四
日

消
防
庁
長
官

岡
本

保

消
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
五
十
一
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
同
項
に
規
定
す
る
防
災
管
理
再
講
習
（
以
下
「
再
講
習
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
定
め
る
。

一

防
災
管
理
者
に
定
め
ら
れ
た
日
の
四
年
前
ま
で
に
講
習
（
規
則
第
五
十
一
条
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
防
災
管
理
新
規
講

習
又
は
再
講
習
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
課
程
を
修
了
し
た
防
災
管
理
者
に
あ
っ
て
は
防
災
管
理
者
に
定
め
ら
れ
た
日
か

ら
一
年
以
内
に
、
そ
れ
以
外
の
防
災
管
理
者
に
あ
っ
て
は
最
後
に
講
習
の
課
程
を
修
了
し
た
日
か
ら
五
年
以
内
に
再
講
習
の

課
程
（
次
号
に
お
い
て
「
直
近
の
再
講
習
の
課
程
」
と
い
う
。
）
を
修
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

前
号
の
防
災
管
理
者
は
、
直
近
の
再
講
習
の
課
程
を
修
了
し
た
日
か
ら
五
年
以
内
に
再
講
習
の
課
程
を
修
了
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
当
該
再
講
習
の
課
程
を
修
了
し
た
日
以
降
に
お
い
て
も
同
様
と
す
る
。

【
別
添
７
】



附

則

１

こ
の
告
示
は
、
消
防
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
年
総
務
省
令
第
百
五
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成

二
十
一
年
六
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

２

防
災
管
理
新
規
講
習
の
課
程
を
修
了
し
た
防
災
管
理
者
で
あ
る
防
火
管
理
者
が
平
成
十
六
年
消
防
庁
告
示
第
二
号
（
以
下

「
平
成
十
六
年
告
示
」
と
い
う
。
）
第
一
号
又
は
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
甲
種
防
火
管
理
再
講
習
の
課
程
を
修
了
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
日
が
、
当
該
防
災
管
理
者
で
あ
る
防
火
管
理
者
が
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
最
初
の
防
災
管
理
再
講
習
の
課
程
を

修
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
日
よ
り
早
い
場
合
に
お
け
る
、
平
成
十
六
年
告
示
第
一
号
又
は
第
二
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
第
一
号
中
「
最
後
に
講
習
」
と
あ
る
の
は
「
規
則
第
五
十
一
条
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
防
災
管
理
新
規
講
習
」
と

す
る
。



○
消
防
庁
告
示
第
十
八
号

消
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
）
第
五
十
一
条
の
七
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
防
災
管
理
に
関
す

る
講
習
の
実
施
細
目
を
次
の
と
お
り
定
め
る
。

平
成
二
十
年
九
月
二
十
四
日

消
防
庁
長
官

岡
本

保

防
災
管
理
に
関
す
る
講
習
の
実
施
細
目

第
一

防
災
管
理
新
規
講
習
の
講
習
事
項
及
び
講
習
時
間

防
災
管
理
新
規
講
習
（
消
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
五
十
一

条
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
防
災
管
理
新
規
講
習
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
講
習
事
項
に
つ

い
て
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
講
習
時
間
を
基
準
と
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

講

習

事

項

講

習

時

間

防
災
管
理
の
重
要
性

三
十
分

施
設
・
設
備
の
維
持
管
理

一
時
間

【
別
添
８
】



訓
練

教
育

消
防
計
画

一
時
間

防
災
管
理
者
の
責
務

三
十
分

共
同
防
災
管
理

三
十
分

第
二

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
及
び
防
災
管
理
新
規
講
習
を
併
せ
て
実
施
す
る
講
習
の
講
習
事
項
及
び
講
習
時
間

規
則
第
二
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
及
び
防
災
管
理
新
規
講
習
を
併
せ
て
実
施
す
る
場
合
に

お
け
る
講
習
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
講
習
事
項
に
つ
い
て
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
講
習
時
間
を
基
準
と
し
て
行
う

も
の
と
す
る
。

講

習

事

項

講

習

時

間

防
火
管
理
及
び
防
災
管
理
の
重
要
性

一
時
間
三
十
分

火
気
管
理

二
時
間

施
設
・
設
備
の
維
持
管
理

二
時
間
三
十
分

一
時
間
三
十
分



訓
練

教
育

消
防
計
画

二
時
間
三
十
分

防
火
管
理
者
及
び
防
災
管
理
者
の
責
務

一
時
間

共
同
防
火
管
理
及
び
共
同
防
災
管
理

一
時
間

第
三

講
習
の
日
時
、
場
所
等
の
公
示

講
習
を
実
施
す
る
者
は
、
講
習
の
種
類
、
日
時
、
場
所
そ
の
他
講
習
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
を
あ
ら
か
じ
め
公
示
す

る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
消
防
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
年
総
務
省
令
第
百
五
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二

十
一
年
六
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

三
時
間
三
十
分



○
消
防
庁
告
示
第
十
九
号

消
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
）
第
五
十
一
条
の
十
二
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
規
則

第
四
条
の
二
の
四
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
防
災
管
理
の
点
検
の
結
果
に
つ
い
て
の
報
告
書
の
様
式
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

平
成
二
十
年
九
月
二
十
四
日

消
防
庁
長
官

岡
本

保

消
防
法
施
行
規
則
第
五
十
一
条
の
十
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
規
則
第
四
条
の
二
の
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
防

災
管
理
の
点
検
の
結
果
の
報
告
は
、
別
記
様
式
第
一
の
防
災
管
理
点
検
結
果
報
告
書
に
、
別
記
様
式
第
二
の
点
検
票
を
添
付
し

て
行
う
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
消
防
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
年
総
務
省
令
第
百
五
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二

十
一
年
六
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

【
別
添
９
】



別記様式第１ 

防 災 管 理 点 検 結 果 報 告 書 

年  月  日 

 消防長（消防署長）（市町村長）殿 

届 出 者 

住  所                 

氏  名               ○印 

電話番号                 

 下記のとおり防災管理対象物の防災管理点検を実施したので、消防法第36条第１項に

おいて準用する同法第８条の２の２第１項の規定に基づき報告します。 

記 

防
災
管
理
対
象
物 

所 在 地  

名 称  

用 途  令別表第一（  ）項 

構造・規模 
         造  地上    階   地下    階 

床面積        ㎡   延べ面積         ㎡ 

点 検 実 施 日       年     月     日 

点 検 票 別添のとおり 

点

検

者 

住 所  

氏 名  

免 状 
講習機関名 免状交付年月日 免 状 交 付 番 号 再講習受講年月日

 年  月  日 第     号 年  月  日

※受  付  欄 ※経  過  欄 ※備     考 

   

備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。 

   ２ ※印の欄は、記入しないこと。 

 

 

 

 

 

 

（法人の場合は、名称及び代表者氏名） 



別記様式第２ 
（その１）

防 災 管 理 点 検 票          

防 災 管 理 者 ○印 

立 会 者 ○印 

点 検 年 月 日 年   月   日   ～   年   月   日

防災管理維持台帳 記録の有無 □有・□一部有・□無 保存の有無 □有・□一部有・□無 

防 

災 

管 

理 

対 

象 

物 

の 

概 

要 

階 
 

別 
 

概 
 

要
（ 

 
 
 
 
 

号
棟
） 

事 項 

 

階 別 

用   途 床 面 積 
点検する部 

分の床面積 
備 考

階  ㎡ ㎡  

階  ㎡ ㎡  

階  ㎡ ㎡  

階  ㎡ ㎡  

階  ㎡ ㎡  

階  ㎡ ㎡  

合 計  ㎡ ㎡  

備 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

考 

 

備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。 

   ２ 防災管理維持台帳の欄は、該当する□にレ点を記入すること。 

    



（その２）

点 検 項 目 
点 検 結 果 

状 況 及 び 措 置 内 容 
判 定 不 備 内 容

届 
 

出 

防災管理者選任（解任） 
□ 適

  
□ 否

消防計画作成（変更） 
□ 適

  
□ 否

自 衛 消 防 組 織 の 設 置 
□ 適

  
□ 否

消 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

防 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自 衛 消 防 の 組 織 
□ 適

  
□ 否

避 難 施 設 の 維 持 管 理 
及 び そ の 案 内 

□ 適
  

□ 否

収 容 人 員 の 適 正 化 
□ 適

  
□ 否

防 災 管 理 上 必 要 な 教 育 
□ 適

  
□ 否

避難訓練その他必要な訓練 
□ 適

  
□ 否

関 係 機 関 と の 連 絡 
□ 適

  
□ 否

訓 練 結 果 の 検 証 及 び 

消 防 計 画 の 見 直 し 

□ 適
  

□ 否

防 災 管 理 に 

関 し 必 要 な 事 項 

□ 適
  

□ 否

地 震 発 生 時 の 被 害 

想 定 及 び 対 策 

□ 適
  

□ 否

地震対策のための自主検査 
□ 適

  
□ 否

地震対策のための設備及び

資機材の点検並びに整備 

□ 適
  

□ 否

備品の落下、転倒及び 

移 動 の 防 止 措 置 

□ 適
  

□ 否

地震発生時の応急措置 
□ 適

  
□ 否

地 震 対 策 に 関 し 

必 要 な 事 項 

□ 適
  

□ 否

     



  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

計 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

画 

特殊な災害の発生時の 

通報連絡及び避難誘導 

□ 適
  

□ 否

特 殊 な 災 害 の 対 策 

に 関 し 必 要 な 事 項 

□ 適
  

□ 否

自

衛

消

防

組

織 

活 動 要 領 
□ 適

  
□ 否

要員の教育及び訓練 
□ 適

  
□ 否

業務に関し必要な事項 
□ 適

  
□ 否

共

同

自

衛

消

防

組

織

協議会の設置及び運営 
□ 適

  
□ 否

統 括 管 理 者 の 選 任 
□ 適

  
□ 否

業 務 を 行 う 範 囲 
□ 適

  
□ 否

運営に関し必要な事項 
□ 適

  
□ 否

防 災 管 理 業 務 の 

一 部 委 託 

□ 適
  

□ 否

権 原 の 範 囲 
□ 適

  
□ 否

地
震
防
災
対
策
強
化
地
域
に
所
在
す
る
防
災
管
理
対
象
物 

自 衛 消 防 の 組 織 
□ 適

  
□ 否

情 報 等 の 伝 達 
□ 適

  
□ 否

避 難 誘 導 
□ 適

  
□ 否

施 設 及 び 設 備 の 

点 検 及 び 整 備 

□ 適
  

□ 否

応 急 対 策 
□ 適

  
□ 否

防 災 訓 練 
□ 適

  
□ 否

教 育 及 び 広 報 
□ 適

  
□ 否

      



  

 

防
災
管
理
者 

避難訓練の実施回数 
□ 適

  
□ 否

避難訓練を実施する場

合の消防機関への通報 

□ 適
  

□ 否

備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。 

２ 判定の欄は、適正な場合は「適」の□にレ点を記入し、不備のある場合は「否」

の□にレ点を記入するとともに、不備内容の欄にその内容を記入すること。 

３ 状況及び措置内容の欄には、点検時の点検項目の状況及び点検の際措置した

内容を記入すること。 

４ 該当のない点検項目については、状況及び措置内容の欄に「該当なし」と記

入すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（その３）

点 検 項 目 

点  検  結  果 

状況及び措置内容 

判 定 不 備 内 容

共
同
防
災
管
理
協
議
事
項 

作 成 

□ 適 

  

□ 否 

届 出 

□ 適 

  

□ 否 

 

点 検 項 目 

点  検  結  果 

状況及び措置内容 

判 定 不 備 内 容

避 難 上 必 要 な 施 設 

及 び 防 火 戸 の 管 理 

□ 適 
  

□ 否 

備考 １ この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。 

２ 判定の欄は、適正な場合は「適」の□にレ点を記入し、不備のある場合は「否」

の□にレ点を記入するとともに、不備内容の欄にその内容を記入すること。 

３ 状況及び措置内容の欄には、点検時の点検項目の状況及び点検の際措置した

内容を記入すること。 

４ 該当のない点検項目については、状況及び措置内容の欄に「該当なし」と記

入すること。 

 



○
消
防
庁
告
示
第
二
十
号

消
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
）
第
五
十
一
条
の
十
二
第
四
項
第
六
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
号
の

期
間
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
九
月
二
十
四
日

消
防
庁
長
官

岡
本

保

第
一

期
間

消
防
法
施
行
規
則
第
五
十
一
条
の
十
二
第
四
項
第
六
号
の
期
間
（
以
下
「
期
間
」
と
い
う
。
）
は
、
登
録
講
習
機
関
が
発

行
す
る
免
状
の
交
付
を
受
け
た
日
か
ら
五
年
以
内
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
の
事
情
に
よ
り
期
間
内
に
免
状
の
交
付
を
受
け

る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
登
録
講
習
機
関
が
認
め
る
と
き
は
、
当
該
期
間
を
一
年
間
延
長
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二

交
付
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
事
情

期
間
内
に
免
状
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
事
情
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

海
外
旅
行
を
し
て
い
る
こ
と
。

二

災
害
に
よ
る
被
害
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

【
別
添

】
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三

病
気
に
か
か
り
、
又
は
負
傷
し
て
い
る
こ
と
。

四

法
令
の
規
定
に
よ
り
身
体
の
自
由
を
拘
束
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

五

社
会
の
慣
習
上
又
は
業
務
の
遂
行
上
や
む
を
得
な
い
緊
急
の
用
務
が
生
じ
て
い
る
こ
と
。

六

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
登
録
講
習
機
関
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
る
事
情
が
あ
る
こ
と
。

第
三

第
二
の
事
情
を
有
し
期
間
の
延
長
を
必
要
と
す
る
者
の
申
出

第
二
の
事
情
を
有
し
期
間
の
延
長
を
必
要
と
す
る
者
は
、
期
間
が
終
了
す
る
日
ま
で
に
、
第
二
の
事
情
を
証
す
る
書
類
を

添
え
て
、
登
録
講
習
機
関
に
第
二
の
事
情
を
有
す
る
旨
の
申
出
を
す
る
も
の
と
す
る
。

第
四

第
二
の
事
情
を
認
め
た
旨
を
証
す
る
書
面
の
交
付

第
三
の
申
出
を
受
け
た
登
録
講
習
機
関
は
、
第
二
の
事
情
を
認
め
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
申
出
を
し
た
者
に
対
し
、

そ
の
旨
を
証
す
る
書
面
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
消
防
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
年
総
務
省
令
第
百
五
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二

十
一
年
六
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。



○
消
防
庁
告
示
第
二
十
一
号

消
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
）
第
五
十
一
条
の
十
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
規
則
第
一
条

の
四
第
十
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
講
習
機
関
の
行
う
講
習
に
係
る
基
準
を
次
の
と
お
り
定
め
る
。

平
成
二
十
年
九
月
二
十
四
日

消
防
庁
長
官

岡
本

保

第
一

講
習
の
対
象

講
習
は
、
消
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
五
十
一
条
の
十
二
第

三
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
対
象
と
す
る
。

第
二

講
習
科
目
及
び
講
習
時
間

一

講
習
科
目
及
び
講
習
時
間
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

講

習

科

目

講

習

時

間

防
災
管
理
対
象
物
の
点
検
報
告
制
度

一
時
間

消
防
法
規
（
防
災
管
理
に
係
る
内
容
に
限
る
。
）

一
時
間

【
別
添

】
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地
震
等
に
よ
る
災
害
の
被
害
軽
減
対
策
の
概
論

一
時
間

防
災
管
理

二
時
間

防
災
管
理
対
象
物
の
点
検
要
領

三
時
間

二

防
災
管
理
点
検
資
格
者
と
な
る
た
め
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
に
関
す
る
考
査
（
以
下
「
修
了
考
査
」
と
い
う
。
）
を

、
講
習
の
修
了
後
一
時
間
行
う
も
の
と
す
る
。

三

前
号
の
講
習
修
了
後
に
行
う
修
了
考
査
の
ほ
か
、
当
該
修
了
考
査
を
行
っ
た
日
の
翌
日
以
後
一
年
以
内
に
行
う
同
種
の

講
習
修
了
後
の
修
了
考
査
を
、
一
回
に
限
り
、
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

第
三

講
習
科
目
の
一
部
免
除

第
二
第
一
号
の
規
定
に
関
わ
ら
ず
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
講
習

科
目
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

講
習
科
目
の
一
部
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
者

免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
講
習
科
目

規
則
第
五
十
一
条
の
十
二
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
者

地
震
等
に
よ
る
災
害
の
被
害
軽
減
対
策
の
概
論
及
び
防
災
管

理



規
則
第
五
十
一
条
の
十
二
第
三
項
第
三
号
に
規
定
す
る
者

消
防
法
規
（
防
災
管
理
に
係
る
内
容
に
限
る
。
）
、
地
震
等

に
よ
る
災
害
の
被
害
軽
減
対
策
の
概
論
及
び
防
災
管
理

規
則
第
五
十
一
条
の
十
二
第
三
項
第
四
号
に
規
定
す
る
者

消
防
法
規
（
防
災
管
理
に
係
る
内
容
に
限
る
。
）
及
び
地
震

等
に
よ
る
災
害
の
被
害
軽
減
対
策
の
概
論

規
則
第
五
十
一
条
の
十
二
第
三
項
第
五
号
に
規
定
す
る
者

地
震
等
に
よ
る
災
害
の
被
害
軽
減
対
策
の
概
論

規
則
第
五
十
一
条
の
十
二
第
四
項
第
六
号
の
期
間
ご
と
に

防
災
管
理
対
象
物
の
点
検
報
告
制
度
、
地
震
等
に
よ
る
災
害

防
災
管
理
点
検
資
格
者
免
状
の
交
付
を
受
け
な
い
こ
と
に

の
被
害
軽
減
対
策
の
概
論
、
防
災
管
理
及
び
防
災
管
理
対
象

よ
り
防
災
管
理
点
検
資
格
者
の
資
格
を
失
っ
た
者

物
の
点
検
要
領
の
一
部

第
四

修
了
考
査
合
格
者
に
対
す
る
防
災
管
理
点
検
資
格
者
免
状
の
交
付

修
了
考
査
に
合
格
し
た
者
に
対
し
て
は
、
別
記
様
式
の
防
災
管
理
点
検
資
格
者
免
状
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

第
五

再
講
習
科
目
及
び
再
講
習
時
間

再
講
習
科
目
及
び
再
講
習
時
間
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

再

講

習

科

目

再

講

習

時

間



二
時
間

一
時
間

・

点
検
概
論

イ

お
お
む
ね
過
去
五
年
間
に
お
け
る
防
災
管
理
対
象

物
の
点
検
対
象
事
項
に
関
す
る
法
令
改
正
の
概
要

ロ

防
災
管
理
点
検
資
格
者
の
責
務

ハ

点
検
上
の
一
般
的
留
意
事
項

・

点
検
実
務

イ

防
災
管
理
対
象
物
の
点
検
上
の
留
意
事
項

ロ

主
要
な
点
検
箇
所
と
点
検
方
法

ハ

対
処
方
法

第
六

再
講
習
修
了
者
に
対
す
る
防
災
管
理
点
検
資
格
者
免
状
の
交
付

再
講
習
を
修
了
し
た
者
に
対
し
て
は
、
現
に
登
録
講
習
機
関
か
ら
交
付
を
受
け
て
い
る
防
災
管
理
点
検
資
格
者
免
状
と
引

き
換
え
に
防
災
管
理
点
検
資
格
者
免
状
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

附

則



こ
の
告
示
は
、
消
防
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
年
総
務
省
令
第
百
五
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二

十
一
年
六
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。



79mm

防災管理点検資格者免状 

氏 名 

生 年 月 日   年  月  日 

本 籍 

交付年月日   年  月  日 

交 付 番 号 

有 効 期 限   年  月  日まで 

登 録 講 習 機 関 名 

写 真 

印 

24mm 

30mm 

85mm 

54mm 48mm

別記様式（第４関係） 
 

防災管理点検資格者免状 
表面 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

裏面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

備考 １ 用紙の表面には、無色透明の薄板を接着させるものとする。 
   ２ 写真は、過去５年以内に撮影されたものとする。 

防災管理点検資格者は、免状の交付を受けた日から原則と

して５年以内に再講習を修了し、新たな免状の交付を受けな

ければ資格を喪失する。 
なお、講習を修了してから免状の交付を受けるまで日数を

要する場合があるので、その旨を留意して再講習を受講する

こと。 

備考 



○
消
防
庁
告
示
第
二
十
二
号

消
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
）
第
五
十
一
条
の
十
四
第
三
号
及
び
第
四
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
防

災
管
理
の
点
検
基
準
に
係
る
事
項
等
を
次
の
と
お
り
定
め
る
。

平
成
二
十
年
九
月
二
十
四
日

消
防
庁
長
官

岡
本

保

第
一

消
防
計
画
に
基
づ
き
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
と
さ
れ
る
事
項

消
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
五
十
一
条
の
十
四
第
三
号
の
事

項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

防
災
管
理
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
と
し
て
次
に
掲
げ
る
事
項



自
衛
消
防
の
組
織
の
編
成
、
任
務
の
分
担
及
び
指
揮
命
令
系
統
に
関
す
る
事
項



避
難
施
設
の
点
検
及
び
維
持
管
理
並
び
に
避
難
経
路
図
の
掲
示
そ
の
他
の
避
難
施
設
の
案
内
に
関
す
る
事
項



定
員
の
遵
守
そ
の
他
収
容
人
員
の
適
正
化
に
関
す
る
事
項



防
災
管
理
上
必
要
な
教
育
に
関
す
る
事
項

【
別
添

】
12





避
難
の
訓
練
そ
の
他
防
災
管
理
上
必
要
な
訓
練
の
実
施
に
関
す
る
事
項



防
災
管
理
に
つ
い
て
関
係
機
関
と
の
連
絡
に
関
す
る
事
項




に
掲
げ
る
訓
練
の
結
果
を
踏
ま
え
た
防
災
管
理
に
係
る
消
防
計
画
の
内
容
の
検
証
及
び
当
該
検
証
の
結
果
に
基
づ

く
当
該
消
防
計
画
の
見
直
し
に
関
す
る
事
項




か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
に
お
け
る
防
災
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項

二

消
防
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
三
十
七
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
四
十
五
条
第
一
号
に
掲
げ
る
災
害

（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
地
震
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
被
害
の
軽
減
に
関
す
る
事
項
と
し
て
次
に
掲
げ
る
事
項



地
震
発
生
時
に
お
け
る
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
及
び
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
に
存
す
る
者
等
の
被
害
の
想
定
及

び
当
該
想
定
さ
れ
る
被
害
に
対
す
る
対
策
に
関
す
る
事
項



建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
に
つ
い
て
の
地
震
に
よ
る
被
害
の
軽
減
の
た
め
の
自
主
検
査
及
び
当
該
自
主
検
査
の
結
果

に
基
づ
く
措
置
に
関
す
る
事
項



地
震
に
よ
る
被
害
の
軽
減
の
た
め
に
必
要
な
設
備
及
び
資
機
材
の
点
検
並
び
に
整
備
並
び
に
当
該
点
検
の
結
果
に
基

づ
く
措
置
に
関
す
る
事
項





地
震
発
生
時
に
お
け
る
家
具
、
じ
ゅ
う
器
そ
の
他
の
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
に
備
え
付
け
ら
れ
た
物
品
の
落
下
、

転
倒
及
び
移
動
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項



地
震
発
生
時
に
お
け
る
通
報
連
絡
、
避
難
誘
導
、
救
出
、
救
護
そ
の
他
の
地
震
に
よ
る
被
害
の
軽
減
の
た
め
の
応
急

措
置
に
関
す
る
事
項




か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
に
お
け
る
地
震
に
よ
る
被
害
の
軽
減
に
関
し
必

要
な
事
項

三

令
第
四
十
五
条
第
二
号
に
掲
げ
る
災
害
に
よ
る
被
害
の
軽
減
に
関
す
る
事
項
と
し
て
次
に
掲
げ
る
事
項



令
第
四
十
五
条
第
二
号
に
掲
げ
る
災
害
発
生
時
に
お
け
る
通
報
連
絡
及
び
避
難
誘
導
に
関
す
る
事
項




に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
に
お
け
る
令
第
四
十
五
条
第
二
号
に
掲
げ
る
災
害
に
よ
る
被

害
の
軽
減
に
関
し
必
要
な
事
項

四

令
第
四
条
の
二
の
四
の
防
火
対
象
物
（
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
に
あ
っ
て
は
、
同
条
第
一
号
に
規
定
す
る

自
衛
消
防
組
織
設
置
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲

げ
る
事
項





関
係
機
関
へ
の
通
報
、
在
館
者
が
避
難
す
る
際
の
誘
導
そ
の
他
の
火
災
以
外
の
災
害
に
よ
る
被
害
の
軽
減
の
た
め
に

必
要
な
業
務
と
し
て
自
衛
消
防
組
織
が
行
う
業
務
に
係
る
活
動
要
領
に
関
す
る
事
項



自
衛
消
防
組
織
の
要
員
に
対
す
る
教
育
及
び
訓
練
に
関
す
る
事
項



そ
の
他
自
衛
消
防
組
織
の
業
務
に
関
し
必
要
な
事
項

五

令
第
四
条
の
二
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
第
四
条
の
二
の
四
の
防
火
対
象
物
に
つ
き
、
そ
の
管
理
に
つ
い
て
の

権
原
を
有
す
る
者
が
共
同
し
て
自
衛
消
防
組
織
を
置
く
場
合
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項



自
衛
消
防
組
織
に
関
す
る
協
議
会
の
設
置
及
び
運
営
に
関
す
る
事
項



自
衛
消
防
組
織
の
統
括
管
理
者
の
選
任
に
関
す
る
事
項



自
衛
消
防
組
織
が
業
務
を
行
う
防
火
対
象
物
の
範
囲
に
関
す
る
事
項



そ
の
他
自
衛
消
防
組
織
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項

六

防
災
管
理
上
必
要
な
業
務
の
一
部
が
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
関
係
者
（
所
有
者
、
管
理
者
又
は
占
有
者
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
及
び
関
係
者
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
者
（
当
該
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
で
勤
務
し
て
い
る
者
に
限
る
。
）

以
外
の
者
に
委
託
さ
れ
て
い
る
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
に
あ
っ
て
は
、
防
災
管
理
上
必
要
な
業
務
の
受
託
者
の
氏
名
及



び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）
並
び
に
当
該
受
託
者
の
行
う
防
災
管
理
上
必
要
な

業
務
の
範
囲
及
び
方
法
に
関
す
る
事
項

七

そ
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
が
分
か
れ
て
い
る
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
に
あ
っ
て
は
、
当
該
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物

の
当
該
権
原
の
範
囲
に
関
す
る
事
項

八

規
則
第
三
条
第
四
項
に
規
定
す
る
強
化
地
域
に
所
在
す
る
防
火
対
象
物
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項



大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
二
条
第
十
三
号
に
規
定
す
る
警
戒
宣
言
（

以
下
「
警
戒
宣
言
」
と
い
う
。
）
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
に
お
け
る
自
衛
消
防
の
組
織
の
編
成
、
任
務
の
分
担
及
び
指
揮

命
令
系
統
に
関
す
る
事
項



大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
地
震
予
知
情
報
及
び
警
戒
宣
言
の
伝
達
方
法
に
関
す
る

事
項



警
戒
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
に
お
け
る
避
難
誘
導
に
関
す
る
事
項



警
戒
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
に
お
け
る
施
設
及
び
設
備
の
点
検
及
び
整
備
そ
の
他
地
震
に
よ
る
被
害
の
発
生
の
防

止
又
は
軽
減
を
図
る
た
め
の
応
急
対
策
に
関
す
る
事
項





大
規
模
な
地
震
に
係
る
防
災
訓
練
の
実
施
に
関
す
る
事
項



大
規
模
な
地
震
に
よ
る
被
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減
を
図
る
た
め
に
必
要
な
教
育
及
び
広
報
に
関
す
る
事
項

九

避
難
訓
練
の
実
施
回
数
に
関
す
る
事
項
（
当
該
避
難
訓
練
を
実
施
す
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
旨
の
消
防
機
関
へ
の
通
報

に
関
す
る
事
項
を
含
む
。
）

第
二

そ
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
が
分
か
れ
て
い
る
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
に
お
い
て
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
と
さ
れ

る
事
項

規
則
第
五
十
一
条
の
十
四
第
四
号
の
事
項
は
、
消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
第
三
十
六
条
第
一
項
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
項
の
事
項
の
作
成
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
事

項
の
届
出
と
す
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
消
防
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
年
総
務
省
令
第
百
五
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二

十
一
年
六
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。



○
消
防
庁
告
示
第
二
十
三
号

消
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
）
第
五
十
一
条
の
十
五
に
お
い
て
準
用
す
る
同
規
則
第
四
条
の
二
の

七
第
三
項
第
三
号
及
び
同
規
則
第
五
十
一
条
の
十
八
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
防
災
管
理
対
象
物
の
点
検
済
表
示
に

記
載
す
る
事
項
並
び
に
防
火
対
象
物
の
点
検
及
び
防
災
管
理
対
象
物
の
点
検
済
表
示
に
記
載
す
る
事
項
を
次
の
と
お
り
定
め
る
。

平
成
二
十
年
九
月
二
十
四
日

消
防
庁
長
官

岡
本

保

一

消
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
五
十
一
条
の
十
五
に
お
い
て
準

用
す
る
規
則
第
四
条
の
二
の
七
第
三
項
第
三
号
の
防
災
管
理
対
象
物
の
点
検
済
表
示
に
記
載
す
る
事
項
は
、
消
防
法
施
行
規

則
第
五
十
一
条
の
十
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
規
則
第
一
条
の
四
第
十
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
講
習
機
関
の
行

う
講
習
に
係
る
基
準
を
定
め
る
件
（
平
成
二
十
年
消
防
庁
告
示
第
二
十
一
号
）
第
四
に
規
定
す
る
防
災
管
理
点
検
資
格
者
免

状
（
次
号
に
お
い
て
「
防
災
管
理
点
検
資
格
者
免
状
」
と
い
う
。
）
の
交
付
番
号
と
す
る
。

二

規
則
第
五
十
一
条
の
十
八
第
三
項
第
三
号
の
防
火
対
象
物
の
点
検
及
び
防
災
管
理
対
象
物
の
点
検
済
表
示
に
記
載
す
る
事

項
は
、
消
防
法
施
行
規
則
第
四
条
の
二
の
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
消
防
法
施
行
規
則
第
一
条
の
四
第
十
項
の
規
定
に

【
別
添
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基
づ
き
、
登
録
講
習
機
関
の
行
う
講
習
に
係
る
基
準
を
定
め
る
件
（
平
成
十
六
年
消
防
庁
告
示
第
十
七
号
）
第
四
に
規
定
す

る
防
火
対
象
物
点
検
資
格
者
免
状
の
交
付
番
号
及
び
防
災
管
理
点
検
資
格
者
免
状
の
交
付
番
号
と
す
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
消
防
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
年
総
務
省
令
第
百
五
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二

十
一
年
六
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
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